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はじめに 

 
教育はひとづくりであり，まちづくりの基盤です。 

本市で繰り返してきたこの言葉には，あらゆる世代がいきいきと輝き，三次への愛着と誇りを持ちなが

ら，生涯にわたって学び続け，市民一人ひとりが社会の主人公として主体的に地域づくりやひとづくりに

取り組む決意が込められています。 

令和元年に第２次三次市教育大綱を策定して以降，新型コロナウイルスの拡大による生命環境の危機

や公衆衛生への脅威，政治・経済への深刻な打撃が続き，さらには世界各地での対立や紛争の激化，気候

変動による「地球沸騰化」など，まさに将来の予測が困難な時代と言われる状況に直面しています。 

日本国内に目を向ければ，人口減少・少子高齢化や高度情報化が進展する中で，私たちの意識や価値観

をあらためて見つめ直し，一人ひとりがさまざまなステージで，どう輝いていけるのかが問われていま

す。 

本市では，これらの課題に正面から向き合い，豊かな自然や歴史・伝統・文化，人と人との温かいつな

がりの中，「市民のしあわせの実現」に向けて，「人と想いがつながり，未来につなぐまち」をめざす姿と

した第３次三次市総合計画（Ｒ６～Ｒ15）を策定しました。 

持続可能な三次を実現するひとづくりを着実に進めていくためには，大きく変化する社会に対応しつ

つ，本市と本市教育が一体的にめざすべき姿と方向性を共有し，中期的かつ総合的な展望をもって計画的

な取組を進めることが重要です。このことから，就学前の子育て，学校教育，そしてスポーツ・文化など

の本市全体のひとづくりに係るビジョンである「第３次教育大綱」と，教育委員会が推進する「教育振興

基本計画」を一体的に策定することとしました。 

市民一人ひとりが，自分の良さや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し，多様な人々と協働しながら複雑な社会変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の

創り手となることが求められています。そして，社会全体で子どもを育てていくことを市民全体の共通認

識とし, 三次らしい取組を通して「未来を創る当事者」を育てることへの決意と覚悟も必要です。 

今こそ，三次ならではの魅力を探究し，多様な人やスキルの連携により，ローカルの強みを生かしたひ

とづくりを社会総がかりで進め，持続的なまちを共創していきましょう。 

三次市で生まれ，住み，学ぶ人，そして，三次市を大切に思う人，今つながりを持ってくださっている

人，これからつながろうとしてくださる人，皆さんが主人公です。そして，皆さん一人ひとりが幸せを実

感し，輝き続ける人になるのです。 

一人ひとりの輝きの連鎖と継承により，次世代にも誇れる三次市を創っていこうではありませんか。 
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Ⅰ．計画策定の趣旨 

Ⅰ．計画策定の趣旨 

 

平成 27（2015）年 4 月に施行された地方教育行政の組織及び運営に関する法律では，地方公共団

体の長は，教育基本法第 17 条第１項に規定する基本的な方針を参酌し，その地域の実情に応じ，当

該地方公共団体の教育，学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（教育大綱）を定めること

が義務付けられました。 

これを受け，三次市では，平成 27（2015）年度に三次市教育大綱を策定し，教育はひとづくりで

あり，まちづくりの基盤であるとして，豊かな自然や歴史・伝統・文化を活かしながら，教育委員会

と一体となり，三次市の教育の充実に取り組んできました。 

また，教育委員会では，三次市教育ビジョン（第１次：平成 24（2012）年度～令和３（2021）年

度，第２次：令和４（2022）年度～令和 13（2031）年度）を策定し，三次市総合計画，三次市教育

大綱などをふまえて，次代を担うひとづくりやまちづくりにつながる様々な教育施策を推進してき

ました。 

教育振興基本計画の策定は，教育基本法第 17条第２項において，努力義務とされていますが，人

口減少・少子高齢化の一層の進行や科学技術の飛躍的な進歩，新型コロナウイルス感染症の拡大な

ど，社会状況が大きく変化する現在，本市の教育を取り巻く環境も大きく変化し，新たな教育課題へ

の対応が求められています。 

このような中で，主体的，創造的に持続可能な三次を実現するひとづくりを着実に進めていくた

めに，本市の教育のめざすべき姿と進むべき方向性を定め，中期的かつ総合的な展望を持ち，三次市

の教育行政を計画的・体系的に進めるため，三次市教育大綱・三次市教育振興基本計画を一体的に策

定し，「みよし学びの共創プラン」と総称します。 

 

 

 

 

 

（教育基本法）抜粋 
第 17 条 政府は，教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため，教育の振興に関する施

策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について，基本的な計画を定め，これを国

会に報告するとともに，公表しなければならない。 

２ 地方公共団体は，前項の計画を参酌し，その地域の実情に応じ，当該地方公共団体における教育の振興

のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 

（地方教育行政の組織及び運営に関する法律）抜粋 
第１条の３ 地方公共団体の長は，教育基本法第十七条第一項に規定する基本的な方針を参酌し，その地域

の実情に応じ，当該地方公共団体の教育，学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大

綱」という。）を定めるものとする。 
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Ⅱ．社会情勢の変化 

Ⅱ．社会情勢の変化 

 

1 人口減少・少子高齢化の進展                           
我が国の人口は，平成 20（2008）年の１億 2,808 万人をピークに減少し続け，令和２（2020）年

には１億 2,615 万人になりました。また出生数は，平成 28（2016）年に 100 万人を割り込み，令和

4（2022）年には 80 万人を割り込むなど，少子化が進行しています。こうした急速な少子化・人口

減少の流れに歯止めをかけ，未来を担う人材を社会全体で育み，社会経済の持続可能性を高める「こ

どもまんなか社会」の実現に向けて取組が進められています。 

一方で 65歳以上人口は，平成 6（1994）年には総人口の 14％を超えました。高齢化率はその後も

上昇を続け，令和２（2020）年には 28.6％に達し，今後も上昇が見込まれています。 

本市の人口（国勢調査）は，昭和 60（1985）年に 64,089 人になって以降，人口減少が続き，令和

２（2020）年の人口は，50,681 人で約２割減少しています。また，国立社会保障・人口問題研究所

が令和５（2023）年 12 月に発表した将来推計人口によると，令和 12（2030）年の本市の人口は，

44,370 人となり，人口減少のさらなる進展が想定されています。 

本市の児童生徒数の推移は，本市の人口と同様に減少がみられ，過去 10年間で，約２割減少して

います。将来推計人口をふまえると，将来的にも減少が見込まれます。このような状況の中で，児童

生徒一人ひとりに豊かな教育環境を保障する観点から，学校のあり方について早急に検討していく

必要があります。 

一方で，65 歳以上の高齢者人口は 横ばいから上昇傾向にあり，人生 100 年時代における生涯を通

じた学びの環境の整備や，家庭も含めた世代間の連携・協調が重要となってきます。また，ライフス

テージの各段階で活躍し続ける人材を育成することも必要です。 

 

 

※年齢構成比は年齢不詳を除く 

図Ⅱ.1.1 本市の人口の推移 
資料）国勢調査・社人研推計    

 

 

   図Ⅱ.1.2 本市の児童生徒数の推移 
資料）三次市調査 
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Ⅱ．社会情勢の変化 

２ 価値観の多様化と Well-being（ウェルビーイング）※Ⅱ.1 の向上           
新型コロナウイルス感染症の拡大や国際情勢の不安定化，自然災害の多発など「予測困難な時

代」であり，社会経済や市民の行動，意識，価値観など多方面に影響を与えています。一人ひとり

のみならず，社会全体が答えのない問いにどう立ち向かうのかが問われています。目の前の事象か

ら解決すべき課題を見いだし，主体的に考え，多様な立場の者が協働的に議論し，納得解を生み出

すことなどが一層強く求められていると言えます。その中で国においては，学校教育を通じ，すべ

ての子どもたちの可能性を引き出す個別最適な学びと，協働的な学びを実現する「令和の日本型学

校教育」の構築をめざすとしています。 

また，近年「モノ」から「心の豊かさ」へと価値観が変化してきたことにより，ウェルビーイング

の考え方が重視される中で，自己肯定感や自己実現などの獲得的な要素と，人とのつながりや利他

性，社会貢献意識などの協調的な要素を調和的・一体的に育み，日本社会に根差したウェルビーイン

グを教育を通じて向上させていくことが求められています。コロナ禍でストレスや悩みを抱える子

どもたちが増加し，不登校の増加をはじめ，心やコミュニケーションに影響を及ぼすなど，子どもた

ちの抱える困難が多様化・複雑化する中で，子どもたち及び子どもたちに関わるすべての人のウェ

ルビーイングの実現が必要です。 

  

３ 超スマート社会※Ⅱ.2 の到来と対応                        
ビッグデータや人工知能（AI：Artificial Intelligence）など，日常生活を豊かにし，社会課題

を解決する新たな技術や社会に変革をもたらす先端技術が次々と生み出されており，令和 12（2030）

年頃には，これら先端技術が一層進展し，社会や生活を変えていく超スマート社会（Society 5.0※

Ⅱ.3）の到来が予測されています。こうした社会の到来を見据え，ICT はもとより，情報活用能力を育

むとともに，情報モラル教育や社会の一員として自立し，社会課題の解決や新たな価値を創造する

能力の育成が重要となります。また，データやデジタル技術を活用することで，学校教育のあり方や

教職員の業務の変革を行うこと，ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション※Ⅱ.4）が求められてい

ます。 

 

４ 持続可能な社会の実現                              
地球規模の人類共通の課題に対応し，持続可能な社会の実現のため，2015 国連サミットにおいて

「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択されました。教育分野においては，「質の高い教育をみんな

に」(SDGs 目標４)を達成するため，すべての人々に包摂的かつ公平な質の高い教育を提供し，生涯

学習の機会を促進することをめざすことが求められています。 

また，令和２（2020）年 10 月，国は 2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする，

カーボンニュートラルをめざすことを宣言しました。本市においても市民・事業者・行政などが連携

し，脱炭素・循環型社会の形成に向けた取組を推進していく必要があります。 

持続可能な社会の創り手となることが期待されている子どもたちが，自然豊かな三次への愛着を

高めるとともに地球規模の課題について理解を深め，行動につなげる教育の充実を図ることが重要

です。 
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Ⅱ．社会情勢の変化 

５ 地域コミュニティとつながりの変化                        
人口減少・少子高齢化，人口流動，価値観やライフスタイルの多様化に伴い，人と人とのつながり

の希薄化や地域の伝統行事などの担い手の減少などの一方で，NPO 法人をはじめとする目的型のコ

ミュニティが出現するなど，地域コミュニティの状況も変容しています。様々な地域課題を「自分ご

と」として捉え参画し，まちづくりに積極的に関わるしくみづくりの重要性が一層増しています。 

学校においても，学校と保護者及び地域住民などとの信頼関係を深め，協働しながら，課題や目標

などを共有し，学校運営の改善や児童生徒の育成に取り組むコミュニティ・スクールの構築を進め

ています。 

また，社会経済のグローバル化に伴い，外国語によるコミュニケーション能力やふるさと三次に

誇りを持ち，多様な文化との相互交流や理解を深める取組が必要です。一人ひとりが尊重され，多様

性が受容される多文化共生を進める知識，能力の育成が重要となります。 

 

６ 公共施設の老朽化                               
全国的な傾向として，高度経済成長期に整備された多くの公共施設等は，老朽化や耐震性不足に

伴う改修・長寿命化・更新という大きな変革時期を迎えています。 

本市においても同様で，令和３（2021）年の調査によると，本市の小中学校の校舎などは，68％が

築 30 年以上の建物で老朽化が進んでいます。対応にあたっては，教育環境の確保とともに少子高齢

化などの社会動向に応じた施設等の適正配置及び施設の魅力化を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

※Ⅱ.1 Well-being(ウェルビーイング) 
身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみならず，生きがいや人生の意義な

どの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。 
 
※Ⅱ.2 超スマート社会 

必要なもの・サービスを，必要な人に，必要な時に，必要なだけ提供し，社会のさまざまなニーズに
きめ細かに対応でき，あらゆる人が質の高いサービスを受けられ，年齢，性別，地域，言語といったさ
まざまな違いを乗り越え，いきいきと快適に暮らすことのできる社会。 

 
※Ⅱ.3 Society 5.0 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより，経済
発展と社会的課題の解決を両立する，人間中心の社会。 

 
※Ⅱ.4 DX（デジタル・トランスフォーメーション） 

デジタル技術を活用して，社会やくらしを便利で豊かにする取組のこと。デジタルによる変革などと
訳される。 
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Ⅲ．計画策定の内容 

Ⅲ．計画策定の内容 

 
1 計画の位置付け                                 

本計画は，教育基本法第 17 条第２項に基づく計画として，国や県の計画を参酌しつつ，第３次三

次市総合計画や，関連計画と整合性を図りながら，策定したものです。 

なお，第２次三次市教育ビジョンは，令和４（2022）年度から 10年間の計画として策定していま

すが，本計画と一体化させます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

2 計画の構成と他の計画等との理念の共有                      
本計画は，第３次三次市総合計画と整合を図るとともに，大綱に掲げる基本的な方針のうち，教育

委員会が取り組む施策を，本計画の施策に位置づけます。 

なお，その他の施策の具体化については各個別計画に委ねます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

第 3 次三次市総合計画 

  

広島県 教育に関する大綱 

整合 

整合 

参酌 

参酌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 
第 2 次三次市教育ビジョン 

三次市 
健康づくり推進計画 

三次市 
スポーツ推進計画 

三次市子ども・子育て 
支 援 事 業 計 画 

基本理念（大綱） 

基本方針（大綱） 

目標（計画） 

基本施策（計画） 
各個別計画 

一体化 

みよし学びの共創プラン 

第 4 期教育振興基本計画 
(文部科学省) 

み
よ
し
学
び
の
共
創
プ
ラ
ン 
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Ⅲ．計画策定の内容 

３ 計画期間                                    
本計画の計画期間は，三次市教育大綱と合わせ，令和６（2024）年度から令和10（2028）年度ま

での５か年間とします。 

 

令和 
元年度 
(2019) 

令和 
2 年度 
(2020) 

令和 
3 年度 
(2021) 

令和 
4 年度 
(2022) 

令和 
5 年度 
(2023) 

令和 
6 年度 
(2024) 

令和 
7 年度 
(2025) 

令和 
8 年度 
(2026) 

令和 
9 年度 
(2027) 

令和 
10 年度 
(2028) 

令和 
11 年度 
(2029) 

令和 
12 年度 
(2030) 

令和 
13 年度 
(2031) 

     

 

 

 

        

 

４ 計画の進め方と進捗管理                             
子育て・教育・福祉・まちづくりなどに関係する部署はもとより，各種団体・企業・大学など，多

様な主体との連携・協働を図りつつ，計画を推進します。また，計画の推進状況を適宜検証すること

とし，本市のホームページで公表します。 

なお，計画の推進状況や社会情勢の変化などを踏まえ，必要に応じて計画の見直しを検討します。 

 

第２次三次市教育大綱 

第２次三次市総合計画(改訂版) 第 3 次三次市総合計画 

三次市教育ビジョン 

第 4 期教育振興基本計画(文科省)  第 3 期教育振興基本計画(文科省) 

広島県 教育に関する大綱 広島県 
教育に関する大綱 

みよし学びの共創プラン 
 

第 2 次三次市教育ビジョン 
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Ⅳ．教育大綱 

Ⅳ．教育大綱 

 
1 基本理念                                    

基本理念は，本市の教育に関する長期的なビジョンとして掲げるものです。 

 
 

 

 

 
２ 基本方針                                   

国の第４期教育振興基本計画，広島県の教育に関する大綱を参酌するとともに，第３次三次市総

合計画における関係分野の政策・施策と同様とし，以下の３つとします。 

 

基本方針１  子どもの未来応援 

<目標> 
・妊娠期から子育て期までの切れ目のない子育て支援体制の充実 

・一人ひとりの育ちを大切にする環境づくり 

・多様な子育て世帯への支援 

・子どもが高い志をもち，夢や目標に向けて挑戦するために必要な力の育成 

・多様な人々とつながり，次代を担う自覚が育つ学校づくり 

・子どもの創造性を育む豊かな学びの環境づくり 

 

基本方針２  豊かな心と生きがい 

<目標> 
・地域文化資源の積極的活用による芸術・文化の振興 

・歴史・伝統・文化の継承と地域の誇りの醸成 

・生涯を通じた学びの推進 

・子どもたちがスポーツや文化活動に親しむ機会の創出 

・スポーツによる地域活性化の推進 

 

基本方針 3  多文化・共生 

<目標> 
・一人ひとりを尊重し合う共生社会の推進 

・平和の継承と国際交流の推進 

高い志をもち 夢や目標に向けて挑戦し 自立を図るとともに 
多様な共創により 住み続けたいまち三次を実現する 

心豊かで たくましい ひとづくり 



 

 
8 

Ⅴ．教育振興基本計画 

Ⅴ．教育振興基本計画 

1 スローガン                                   
基本理念に基づき，「第２次三次市教育ビジョン」(令和４（2022）年３月)で掲げた「みよし結

芽人 ～幸輝心～」を継承します。 
 
 
 

 
「みよし結芽人」は，これまで進めてきた「三次夢人」の育成の視点を踏まえつつ，10 年後を見据えて，

自分自身が芽のように伸び，自分の夢や思いを結び，達成させる存在であり，ひと・もの・こととつながり，

三次市の新たな魅力や課題へ主体的に関わっていくひとという思いを込めています。 

また，「幸輝心」は，「幸せに向かって輝く」姿として生涯にわたって質の高い学びを重ね，それぞれの立

場で成長し，輝き続ける力をもったひとであることを意味します。学び続けるための「好奇心」を持ちつつ，

幸せに向かって自らが成長し続ける意味も含めています。 

「第 2 次三次市教育ビジョン」より 

 

２ 方向性                                  
基本理念に基づき，将来の予測が困難な時代において，子どもを含めて市民一人ひとりが，未来

に向けて主体的に課題に向き合い，持続可能な社会を維持・発展させていく創り手となることをめ

ざし，本市の関連政策と一体的な取組を進めるため，５つの方向性を定めました。 
 

（1）自立 

自らの意志を持ち，主体的に考えて行動・挑戦し，必要な助けがあれば，それを他者から受け取

りながら，誰もが自分らしく生きることをめざします。 

（2）共創 

正解がわからない中でも，他者と協働し，試行錯誤しながら納得解を見出したり，新たな価値を

創造したりすることをめざします。 

(3) Well-being（ウェルビーイング） 

多様な個が「つながり」を広げながら，幸せや生きがいを感じるとともに，地域や社会全体が幸

せや豊かさを感じられることをめざします。 

（4）情報発信 
広くわかりやすい情報発信をすることで，誰もが必要な情報にアクセスしやすくなることをめ

ざします。 

また，情報を活用することで，様々な人とのコミュニケーションの深化にもつなげていきます。 

（5）ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション） 

教育ＤＸとして，学習のあり方や指導方法の改革を進めるともに，教職員の業務など，学校教育

のあらゆる面において変革をめざします。 

また，歴史・伝統・文化への活用にもつなげていきます。 

みよし結
ゆ

芽人
め び と

 〜幸
こ う

輝
き

心
しん

〜 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

3 施策の体系                                      
 
 

 

  

高
い
志
を
も
ち  

夢
や
目
標
に
向
け
て
挑
戦
し  

自
立
を
図
る
と
と
も
に  

多
様
な
共
創
に
よ
り  
住
み
続
け
た
い
ま
ち
三
次
を
実
現
す
る  

心
豊
か
で  

た
く
ま
し
い  

ひ
と
づ
く
り  

 

多様な居場所や学びの場 

の創出 

学校・家庭・地域等の連携

協働 

魅力ある教育環境の整備 

・充実 

心の豊かさを育む文化 

芸術の振興 

魅力あふれる歴史・伝統 

・文化の保存と活用 

生涯の学びを支える環境 

の充実 

 

（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
） 

Well-being  

み
よ
し
結 ゆ

芽
人

め

び

と 
～ 

幸 こ
う

輝 き

心 し
ん 

～  

・特別支援教育の充実 
・いじめ・不登校等の対策及び生徒指導の充実に

よる安全・安心な居場所と学びの場づくり 
・予防的支援を含めたセーフティネットの充実 
・放課後児童クラブなどの子どもの居場所づく

りの充実 

新しい時代に求められる資

質・能力や確かな学力の育成

・チーム学校による児童生徒の学力の向上 
・読解力，表現力及び発信力の向上 
・個別最適で協働的な学びの実現 
・読書活動の充実 
・情報活用能力の育成 
・英語教育，国際理解教育の充実 
・健康増進や体力の育成 
・教育政策研究チームによる先進的な教育政策

の調査研究 

・小中９年間を貫く三次市独自のコア・カリキュ
ラムの開発 

・体験活動の充実 
・防災教育の充実 
・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動と

の一体的な推進 
・家庭教育支援の充実 
・中学校部活動の地域移行の推進 
・他地域・各種団体との交流など，多様なつなが

りの場・体験の創造 
・学校と地域や関係機関等との双方向による情

報発信と共有 

・児童生徒一人ひとりに応じた学びを実現する
小中学校の適正配置 

・老朽化に対応するとともに，効率的，効果的で，
誰にとっても安全で使いやすい学校施設整備 

・幼保・高校・大学等との連携 
・子どもと向き合う時間につなぐ教職員の働き

方改革の推進 
・学校給食における地産地消と食育の推進 

・良質な芸術鑑賞機会の提供 
・芸術・文化活動の発表の場の提供 
・体験を交えた子ども向け芸術普及活動の推進 

・わかりやすい歴史・文化財の情報発信 
・デジタル技術を活用した文化財の計画的保護

と活用 
・地域の歴史を学ぶ講座等の開催 
・伝統・文化の継承と新たな価値の創造 

・市内外の学びの場の情報集約と発信 
・市民が集う図書館事業の推進 
・効率的かつ有効な施設利用の促進 
・国内外との積極的な連携・交流の促進 

［基本理念］ ［ ］ ［基本施策］ ［具体的施策］ 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

4 基本施策                                       
⑴ 新しい時代に求められる資質・能力や確かな学力の育成 

急激に変化する社会状況の中で，新しい時代に求められる資質・能力を育むとともに，知識・技

能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力，人間性等の確かな学力を育成していくことが重要

です。 

本市においては，一人ひとりの児童生徒が自分の良さや可能性を認識し，性別や障害の有無，国籍

などに関わらず多様性を認め合い，他者と協働しながら，新たな価値を創造し，持続可能な社会の主

人公となる資質・能力を育成することを大切にし，チーム学校による学力の向上に取り組みます。 

勉強が苦手だと思っている子やさらに学力を高めたいと望んでいる子など，すべての子どもたち

の力を伸ばすために，デジタル技術を効果的に活用するなど個別最適で協働的な学びの実現を推進

します。 

また，時代の変化に対応できる資質・能力を高めるため，豊かな語学力や情報活用能力，読解力や

表現力・発信力の向上，教科等横断的な学習など，先進的な教育政策の調査研究を行う教育政策研究

チームを立ち上げて取組を推進していきます。 

 

<具体的施策> 
・チーム学校による児童生徒の学力の向上 

・読解力，表現力及び発信力の向上 

・個別最適で協働的な学びの実現 

・読書活動の充実 

・情報活用能力の育成 

・英語教育，国際理解教育の充実 

・健康増進や体力の育成 

・教育政策研究チームによる先進的な教育政策の調査研究 

 

<指標と目標値> 

指 標 
現状値 

（令和 4 年度） 
目標値 

(令和 10 年度) 

三次市学力到達度検査における全国平均との差 小５︓+7.4 
中２︓±0 

小５︓+7.5 
中２︓+3 

「読んだ本の内容について，紹介したり話をしたり
する」児童生徒の割合（県平均との差） 

小５︓－4.5 
中２︓－11.0 

小５︓+３ 
中２︓±０ 

 

  



 

 
11 

Ⅴ．教育振興基本計画 

⑵ 多様な居場所や学びの場の創出 
全国的な傾向と同様に，本市でも不登校児童生徒の増加が課題となっています。全ての児童生徒

にとって魅力ある学校づくりをめざすことが重要です。 

いじめや暴力行為を許さない安全・安心な学校づくり，特別支援教育の充実による児童生徒一人

ひとりの教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援の充実に取り組みます。 

不登校児童生徒については，「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく，自らの

進路を主体的に捉えて社会的に自立することをめざし，個々のニーズに応じた相談・指導などを受

ける場や機会の創出に取り組みます。  

同様に，すべての児童生徒について，各個人の有する能力を伸ばしつつ，安心して過ごせる多様な

居場所づくりや，地域全体で子どもたちを育む学びの場を創出します。 

また，子どもの貧困や虐待などの支援に向けて，関係機関とも連携して子どもの SOS を把握し，

プッシュ型支援につなげていきます。  

 

<具体的施策> 
・特別支援教育の充実 

・いじめ・不登校等の対策及び生徒指導の充実による安全・安心な居場所と学びの場づくり 

・予防的支援を含めたセーフティネットの充実 

・放課後児童クラブなどの子どもの居場所づくりの充実 

 

<指標と目標値> 

指 標 
現状値 

（令和 5 年度） 
目標値 

(令和 10 年度) 

児童生徒における「自己肯定感」の割合 
小 6︓86.2％ 
中 3︓78.9％ 

小 6︓87％ 
中 3︓80％ 

家庭以外で誰ともつながっていない児童生徒の数 ― 
小学校︓０人 
中学校︓０人 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

⑶ 学校・家庭・地域等の連携協働 
少子高齢化を背景に，地域社会のつながりや支え合いの希薄化などにより，地域と学校が抱える

課題は複雑化・多様化する中，新しい時代を生き抜く力の育成や，地域から信頼される学校づくりが

重要です。 

社会的な教育基盤の構築等の観点から，学校と地域はパートナーとして相互に連携協働していく

必要があり，コミュニティ・スクールと地域学校協働活動との一体的な推進により，多様なつながり

の場の創造や体験活動を充実させることで，防災や青少年の健全育成，家庭教育支援の充実につな

げます。 

また，小中９年間を貫く三次市独自のコア・カリキュラムを新たに開発し，実社会に即した課題解

決型学習を導入します。 

 

<具体的施策> 
・小中９年間を貫く三次市独自のコア・カリキュラムの開発 

・体験活動の充実 

・防災教育の充実 

・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動との一体的な推進 

・家庭教育支援の充実 

・中学校部活動の地域移行の推進 

・他地域・各種団体との交流など，多様なつながりの場・体験の創造 

・学校と地域や関係機関等との双方向による情報発信と共有 

 

<指標と目標値> 

指 標 
現状値 

（令和 5 年度） 
目標値 

(令和 10 年度) 
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動などの
取組により，学校と地域や保護者の相互理解が深ま
ったと感じる学校の割合 

小︓60.0％ 
中︓58.3％ 

小︓65％ 
中︓65％ 

児童生徒における「地域貢献」への肯定的な回答率 小 6︓84.3％ 
中 3︓65.7％ 

小 6︓90％ 
中 3︓70％ 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

⑷ 魅力ある教育環境の整備・充実 
子どもが学校で安全・安心に過ごすことができ，個々の創造性や学ぶ力を引き出すために，デジタ

ル技術の活用など，魅力ある教育環境の整備と子どもの心身の発達を支える取組が重要です。 

老朽化が著しい小・中学校の建替えや長寿命化改修，設備の更新等を計画的に行います。また，学

校においては児童生徒の一定の集団活動が可能となり，一人ひとりにより豊かな教育環境を保障す

る観点から，学校の規模及び配置の適正化を進めます。 

さらに，学びの継続と発展・高度化という視点から，幼保・高校・大学等との連携・接続を図った

り，子どもと向き合う時間につなぐための，教職員の働き方改革を推進します。 

また，子どもたちに安全・安心な給食を提供するため，食材に地元の農産物を活用する地産地消の

推進や，さらなる食育の充実に取り組みます。 

 

<具体的施策> 
・児童生徒一人ひとりに応じた学びを実現する小中学校の適正配置 

・老朽化に対応するとともに，効率的，効果的で，誰にとっても安全で使いやすい学校施設整備 

・幼保・高校・大学等との連携 

・子どもと向き合う時間につなぐ教職員の働き方改革の推進 

・学校給食における地産地消と食育の推進 

 

<指標と目標値> 

指 標 現状値 
目標値 

(令和 10 年度) 

「学校の教育環境が充実している」と思う市民の
割合 

28.5％ 
（令和 4 年度） 50％ 

働きがいを感じる教職員の平均値 
（4 段階評価） 

3.3 点 
（令和 4 年度） 3.4 点 

学校給食における農産物（米・麦・野菜・果物）に
三次産を使用する割合 
（金額ベース）（％） 

36.6％ 
（令和 5 年度） 50％ 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

⑸ 心の豊かさを育む文化芸術の振興 
文化芸術は，人々に楽しさや感動，精神的な安らぎや生きる喜びをもたらし，人生を豊かにするも

のです。 

三次の豊かな文化資源や文化施設を積極的に有効活用し，良質な芸術鑑賞機会を提供することで，

市民が歴史・文化・芸術に親しむ環境の充実を図ります。 

また，中国地方の中心に立地する優位性を生かし，市外からの集客にも努め，文化芸術を通じた関

係人口の拡大をめざします。 

子どもたちにワークショップなどの体験を交えた芸術に触れる機会を増やすことで，芸術の普及

活動を進めていきます。 

 

<具体的施策> 
・良質な芸術鑑賞機会の提供 

・芸術・文化活動の発表の場の提供 

・体験を交えた子ども向け芸術普及活動の推進 

 

<指標と目標値> 

指 標 
現状値 

（令和 4 年度） 
目標値 

(令和 10 年度) 
過去１年間に芸術・文化を鑑賞・体験等をした市
民の割合 － 25％ 

美術館の入館者数 70,472 人 74,000 人 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

⑹ 魅力あふれる歴史・伝統・文化の保存と活用 
伝統・文化は，本市の歴史の営みの中で，自然や風土，社会や生活を反映して伝承され発展してき

た，“ふるさと三次”を語るうえでのアイデンティティ（他者や社会から認められているという感覚）

につながるものです。 

本市の豊かな地域資源を適切に保存し，市民が地域の歴史や伝統・文化を学び，活動することで，

郷土への愛着と誇りの醸成に努めます。 

本市が誇る歴史や文化財について，対象に合わせたわかりやすい情報発信に努め，デジタル技術

の活用も視野にいれた文化財の保護と活用を検討していきます。 

歴史や伝統文化を学ぶことで，保存・継承につなげ，守る取組と活かす取組で，新たな価値の創造

をめざします。 

 

<具体的施策> 
・わかりやすい歴史・文化財の情報発信 

・デジタル技術を活用した文化財の計画的保護と活用 

・地域の歴史を学ぶ講座等の開催 

・伝統・文化の継承と新たな価値の創造 

 

<指標と目標値> 

指 標 
現状値 

（令和 4 年度） 
目標値 

(令和 10 年度) 
「地域の伝統文化を保存継承している」と思う市民
の割合 

39.4％ 45％ 

「昔からあるお祭りなど地域の伝統が大切にされ
ている」と思う中高生の割合 

83.2％ 現状維持 
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Ⅴ．教育振興基本計画 

⑺ 生涯の学びを支える環境の充実 
超スマート社会（Society 5.0）や人生 100 年時代の到来，社会経済のグローバル化において，一

人ひとりが輝き続けるため，人生を再設計し，個々のライフスタイルに応じたキャリアの選択を行

い，新たなステージで求められるスキルを身に付ける学習環境が求められます。 

本市では，あらゆる世代が生涯を通じて学び続け，地域に貢献するなど，つながりの中で生きがい

をもって暮らしていけるよう，学習機会に関する情報を広く発信し，学びの場として活用できるよ

う文化施設などの効率的かつ有効利用の促進など，生涯の学びを支える環境の充実を図ります。 

また，多様な文化との相互交流や理解を深めていくため，国内外との積極的な連携・交流の促進に

努めます。 

 

<具体的施策> 
・市内外の学びの場の情報集約と発信 

・市民が集う図書館事業の推進 

・効率的かつ有効な施設利用の促進 

・国内外との積極的な連携・交流の促進 

 

<指標と目標値> 

指 標 
現状値 

（令和 4 年度） 
目標値 

(令和 10 年度) 

一人あたりの図書貸出冊数 
（図書貸出冊数/利用者） 48 冊/人 54 冊/人 

文化に関する出前講座・生涯学習事業等参加者数 537 人 600 人 

 

 


